
 
 
 
 
 

かながわＣｏ－ネット
神 奈 川 県 協 同 組 合 連 絡 協 議 会

会員組織 御中 
２０２４年１２月２６日 

ＪＡグループ神奈川が提供するｔｖｋのテレビ番組「かながわ旬菜ナビ」では、2025年の国際協同
組合年（IYC2025）にあわせ、「未来につながる協同の輪 ～2025国際協同組合年～」と題し、神奈
川県内における協同組合組織と協同組合間連携の取り組みなどを紹介する番組を放送しますので、ぜ
ひ、ご視聴ください。 

 2025国際協同組合年全国実行委員会は、2025国際協同組合年（IYC2025）のスタートにあたり、
IYC2025の周知を目的とした、全国実行委員会代表・副代表の年始動画を作成。また、国連事務総長
のメッセージ動画（日本語字幕）を公開しました。動画のダウンロード方法等については添付文書
「IYC2025全国実行委員会代表・副代表の年始動画および国連事務総長のメッセージの提供について」
をご確認ください。 

 2025 国際協同組合年全国実行委員会は、2025 国際協同組合年(IYC2025)のスタートを日本全国
の協同組合関係者がアジア太平洋地域の協同組合の仲間と祝うとともに、「2025国際協同組合年をど
のように捉え、進めるのか」について深め合い、共有し、活動方針を確認するキックオフイベントを
開催します。Zoomによるオンライン配信がされますので、2025 国際協同組合年の取り組みを、そ
れぞれの協同組合でより豊かに広げていくためにぜひご参加ください。 

11/19に送付しました IYC2025ニュース第 6号で、広報資材・ノベルティグッズ購入・活用につ
いて記載のとおり、12月２日より第 2次受注となり、また、第１次受注分の納品時期や単価等が確

 かながわＣ -ネット通信 Ｎｏ.１２１ 
 

 

 

 

 

～２０２５年は国際協同組合年です～ 

  

放送日︓令和７年１月５日（日） 9:00～ 9:30               
再放送：令和７年１月６日（月）10:00～10:30 
再放送後はｔｖｋ公式 YouTubeチャンネルで配信    
https://www.tvk-yokohama.com/navi/ 

2025 国際協同組合年キックオフイベント オンライン参加のご案内 

開催日時：2025年２月 19日（水）13：00～16：00 
 場所：国連大学ウ・タント国際会議場 
詳細：添付文書「2025国際協同組合年キックオフイベント オンライン参加

のご案内」をご確認ください。 
参加申込 QRコード 

IYC2025 全国実行員会代表・副代表の年始動画および 

国連事務総長のメッセージ動画の提供について 

旬菜ナビ 検索 

かながわ旬菜ナビ 
ホームページ QRコード 

2025 国際協同組合年組合年（IYC2025） 

広報資材・ノベルティグッズの第２次受注の開始！ 

https://www.tvk-yokohama.com/navi/


定しました。第２次受注は 1月 31日までとなります。詳しくは添付文書「第２次受注開始に伴う
2025国際協同組合年（IYC2025）広報資材・ノベルティグッズの購入と活用について」をご確認く
ださい。 

 
 
 
かながわＣｏ－ネットは、2025国際協同組合年の周知と協同組合の認

知度向上を図るため、11月 24日（日）海老名中央公園で開催した「か
ながわ商工会まつり 2024」に出展しました。ブースでは、「2025年は国

際協同組合年です」と書かれたポスターとＣｏ
－ネット会員組織図を掲示。環境・食料等に関
するクイズに回答し、正答数に応じて輪投げを
行い、県内産果汁グミをプレゼントしました。
なお、プレゼントを渡す際に、Ｃｏ－ネットの
説明チラシや労協のパンフレット等を渡して、
Ｃｏ－ネットや協同組合の周知に取り組みまし
た。また、神奈川県漁業協同組合連合会が物品販売（焼き海苔、ひじき、
カットわかめ、まぐろの缶詰）を行い、焼き海苔とまぐろの缶詰が完売す
るほど大盛況でした。 

 
 
 
全員参加による地域未来創造機構 第 3回アソシエーション交流会 
 全員参加による地域未来創造機構は、情報共有や相互交流を通してヒントを得る場として、第３
回アソシエーション交流会を開催します。初めての方、他の団体の方と知り合いたい、話してみた
いなど、ご興味のある方はぜひご参加ください。 

全員参加による地域未来創造機構 2025地域未来フォーラム 
近年深まる「社会的孤立」という、従来の医療の枠組みでは対処が難しい問題に対し、薬ではな

く「地域での人のつながり」を処方する「社会的処方」という取り組みが注目を集めており、「社会
的孤立」の問題を考え、「アソシエーションが主役のまちづくり」へ向けて大勢の意志ある市民の参
加をつくっていくために、「市民活動が誰かの薬になる？！「社会的処方」という実
践」をテーマにフォーラムを開催します。ご興味のある方はぜひご参加ください。 

➢2025年は「国際協同組合年（IYC2025）」です。詳しくは JCAのホームページをご覧
ください。 
➢会員組織間の提携事例をはじめ、告知を希望する行事、困り事等がありましたら下記ま
でご連絡ください。 

＜担当事務局連絡先＞ 

ＪＡ神奈川県中央会 総務企画部(担当：古谷・杉本)TEL.045-680-3001 sou-ki@chu.kn-ja.or.jp 

神奈川県生活協同組合連合会(担当：田中)TEL.045-473-1031 Tomomi.Tanaka@ucoop.or.jp 

参加申込 QRコード 

開催日時：2025年１月 25日（土）14：00～16：30 
 場所：横浜市開港記念会館９号室 
 詳細：チラシをご覧ください。 

 
 
イベント・セミナー等のご案内 

開催日時：2025年２月 19日（水）14：00～16：30 
 場所：新横浜スペースオルタ（YouTubeライブ配信あり） 
 詳細：チラシをご覧ください。 参加申込 QRコード 

かながわＣｏ－ネットが「かながわ商工会まつり２０２４」に出展！！ 

輪投げをする様子 

物品販売の様子 

 



 

 IYC全実委発第 15 号 
2024年 12月 13 日 

都道府県協同組合連携組織 御中 
IYC2025全国実行委員会事務局 

IYC2025 全国実行委員会代表・副代表の年始動画 
および国連事務総長のメッセージ動画の提供について 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。 
さて、『2025年国際協同組合年(IYC2025)』のスタートにあたり、IYC2025 の周知を目的

とした、全国実行委員会代表・副代表の年始動画を作成いたしました。国連事務総長のメッ
セージ動画(日本語字幕付)と併せて送付させていただきます。動画のダウンロード方法等は
下記のとおりです。 
新年の集会・会合等において、より多くの役職員の皆様にご覧いただけるよう、構成団体

への共有をお願い申し上げます。 
敬具 

記 
1 動画のダウンロード方法 

以下のURLまたは二次元バーコード(QR コード)から、ギガファイル便にアクセスいた
だき、DLKEY の欄に iyc2 の 4 文字を入力すると動画をダウンロードすることができま

す。(保存期限は 1/10 までとなっていますのでご留意ください) 
     
    https://59.gigafile.nu/0112-2a4e14f8df48aaefacca3ac94239af89 
     
2 日本協同組合連携機構のホームページ(ダウンロードできません) 

(1) 全国実行委員会代表・副代表の年始動画 
当機構のホームページ「会議・研修会資料等／会員専用コンテンツ」内の「会員専用

コンテンツページ」に同じ内容の YouTube 動画を格納していますのでご覧ください。 
(2025 年 1 月 1日に一般公開します) 
https://www.japan.coop/wp/member/limited/iyc2025_newyear 
※パスワード  jcmember3 

 (2) 国連事務総長からのメッセージ (YouTube 動画) 
   新着情報や 2025協同組合年(IYC2025)ウエブサイトでご覧いただけます。 
3 その他 

 全国実行委員会代表・副代表の年始動画については、年始以外にも使用できるバージョン
も作成中ですので、完成次第、ご案内させていただきます。 

 
4 お問合せ先 
宛先： iyc2025@japan.coop（Tel：03-6280-7254） 
担当： IYC プロジェクトチーム  藤田、山口（IYC2025 全国実行委員会事務局） 

  以 上 



IYC 全実委発第 21 号 

2024年 12月 23日 

JCA 会員 各位 

一般社団法人日本協同組合連携機構 

                  代 表 理 事 専 務  比 嘉  政 浩  

(2025 国際協同組合年全国実行委員会幹事長) 

 
2025国際協同組合年キックオフイベント 

オンライン参加のご案内 
共催︓2025 国際協同組合年全国実行委員会 

国際協同組合同盟アジア太平洋地域（ICA-AP） 

国際労働機関（ILO）駐日事務所 

 
 国連は、2025 年を国際協同組合年（International Year of Cooperatives︓IYC）に定
めました。2025 国際協同組合年(IYC2025)のスタートを日本全国の協同組合関係者がア
ジア太平洋地域の協同組合の仲間と祝うとともに、 「2025 国際協同組合年をどのように捉
え、進めるのか」について深め合い、共有し、活動方針を確認するキックオフイベントを
開催します。 

どなたでもご参加いただけますので、2025 国際協同組合年の取り組みを、それぞれの協
同組合でより豊かに広げていくために、ぜひともご参加ください。 
 

日時︓2025 年 2 月 19 日（水）13:00～16:00 
会場︓国連大学ウ・タント国際会議場（東京・青山） 

 

1. 参加形態︓Zoomによるオンライン配信 
 

2．申込方法 

こちらのフォームからお申込みください。 
https://ws.formzu.net/fgen/S90394913/ 

 ＊２月 14 日（金）までにお申し込みください。 
 ＊２月 18 日（火）までに Zoom の URL、資料等を 

いただいたメールアドレスにお送りします。 
 

https://ws.formzu.net/fgen/S90394913/


3. 内容（変更になることがあります） 
 開会あいさつ︓山野徹 IYC2025 全国実行委員会代表（JCA 会長/JA 全中会長） 
 グテーレス国連事務総長ビデオメッセージ 
 日本国政府あいさつ 
 協同組合振興研究議連会長あいさつ 
 アリエル・グアルコ ICA 会長ビデオメッセージ 
 ヤダフ ICA-AP 会長あいさつ 
 高﨑真一 ILO 駐日代表あいさつ 
 ショート・プレゼンテーション 「IYC2025 の意義」︓シメル・エシム ILO 協同組合 ・

社会的連帯経済ユニット長 
 ICA-AP 会員国の活動計画紹介 
 ICA-AP 青年代表および日本の大学生協からのプレゼンテーション 
 県域協同組合連携組織からの「IYC2025 をどのように捉え、どのように進めるの

か」報告 
 組合員・役職員による「私と協同組合」「協同組合があって良かったこと」 

「こんな協同組合にしたい」「私にとっての IYC2025」動画（短時間）の上映 
 IYC2025 全国実行委員会行動提起 
 閉会あいさつ︓新井ちとせ・ICA-AP 理事（JCA 理事/日本生協連副会長） 

 
4．その他 

当日の内容は後日 YouTube にて配信します。視聴方法は 2025 国際協同組合年全国
実行委員会のウェブサイトにてご案内します。https://www.japan.coop/iyc2025/ 

https://www.japan.coop/iyc2025/


IYC 全実委発第 20 号 

2024 年 12 月 20 日 

  

2025 国際協同組合年全国実行委員会 幹事団体 御中 

都道府県協同組合連携組織 御中 

関係機関 御中 

2025 国際協同組合年全国実行委員会 

幹事長 比嘉 政浩 

（一般社団法人 日本協同組合連携機構 代表理事専務） 

 

 
第 2 次受注開始に伴う 2025 国際協同組合年（IYC2025）広報資材・ノベルティ 

グッズの購入と活用について（ご依頼） 

 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

当委員会での活動等につきましては、日頃より格段のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、標記につきましては、2024 年 11 月 18 日付け IYC 全実委発第 14 号にてご案内し

ておりますが、12 月 2 日より広報資材・ノベルティグッズの第 2次受注を開始いたしまし

た。合わせて、第 1次受注分の納品時期や単価等も確定いたしました。 

2025 国際協同組合年（IYC2025）を契機に協同組合に対する理解を促進し、認知度を高め

るために、積極的にご購入・ご活用いただきたきたく、再度ご依頼いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

敬具 

 

 

記 

 

 

1. 目的・活用方法： 

○広報資材・ノベルティグッズは IYC2025 の情報発信のためのツールです。 

○役職員が、組合員をはじめとする協同組合関係者等に IYC2025 等について説明するき

っかけとしてご活用いただくことを想定しております。 

○このため、活用と合わせて、事前学習の機会を持たれることをおすすめいたします。 

 

 

2. ラインナップおよび単価 

ラインナップおよび単価は以下のとおりです。詳細はⅢ参考資料(1)をご参照ください。 

（１）広報資材 

①バッジ、②名刺用ロゴシール、③ポスター、④フライヤー、⑤タペストリー 

（２）ノベルティグッズ 

①クリアファイル、②ノート、③表紙付きふせん、④ステッカー、⑤カードホルダ

ー付きストラップ 
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（３）単価 

   前回のご案内でレンジ表示となっていた単価（税別）が確定いたしました。 

 

広報資材・ノベルティグッズの単価一覧（税別） 

A：広報資材 
バッジ 名刺用ロゴシール ポスター フライヤー タペストリー 

185円 75円 110円 45円 20,000円 

B：ノベルティ
グッズ 

クリアファイル ノート ふせん ステッカー ストラップ 

180円 150円 220円 140円 410円 

 

 

3. 注文・納品・支払い等  

（１）注文方法 

2025 国際協同組合年全国実行委員会ウェブサイト https://www.japan.coop/wp/16893 

または、家の光協会「家の光ネット」https://www.ienohikari.net/からご注文をお願いい

たします(詳細な注文方法は、参考資料(2)をご参照ください)。 

 

（２）受注・納品スケジュール 

（一社）家の光協会が受注から納品、代金請求までを一括して行います。 

受注と納品は下記のスケジュールで、大きく 2回に分けて実施いたします。 

 

時 期 内容 備 考 

2024 年 

12 月 2 日 第 2次受注開始 
1 月末締切・2月下旬納品が基本となりますが、

2 月下旬以前にお手元に必要な場合は、注文時

に備考欄へその旨をご記入ください。可能な範

囲で対応いたします。 

12 月 20 日 再案内 

12 月 24～25 日 第 1次受注分発送 

2025 年 

1 月 31 日 受注締切 

2 月下旬 
納品 

（発送） 

2 月以降も注文可能ですが、在庫が無くなり次

第、受付終了予定となります。 

なお、第 2次納品以降、発注希望のご要望が

多くあった場合には、第 3次受付を実施する

ことを検討しております。 

 

（２）代金の支払い 

送料は別途かかります。また、納品とは別に、家の光協会より請求書が郵送されま

すので、指定の金融機関に代金をお振込みください（クレジットカード決済不可）。 

 

（３）変更・キャンセル 

受注生産の都合上、注文後の変更やキャンセルを承ることができないため、事前に

十分なご検討をお願いいたします。 

  

 

https://www.japan.coop/wp/16893
https://www.ienohikari.net/
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4. その他： 

（１）第１次受注の発送予定 

第1次納品分の発送日は、12月24日（火）～25日（水）を予定しております。到着まで

今しばらくお待ちください。 

 

（２）第1次受注のタペストリーの納品遅延について 

12 月下旬の発送を予定しておりましたが、タペストリーのデザイン完成が遅延した

ため、第 1次納品分のご提供を 1月中下旬（予定）に延期することとなりました。 

発注いただきました団体の皆さまにおかれましては、お待たせすることとなり申し訳

ございません。諸事情をご賢察いただき、ご理解賜りますようお願い申し上げます。詳

細が確定次第、該当団体宛てにご連絡いたします。 

 

（３）フライヤーのデータのご提供について 

   IYC2025の取り組みを広く周知するため、広報資材の１つである「フライヤー」のデー

タを2025国際協同組合年（IYC2025）全国実行委員会ウェブサイトにて公開しておりま

す。各協同組合でのご活用をお願いします。 

   https://www.japan.coop/wp/17357  

 

5. お問い合わせ先 

（１）注文・納品・支払いに関して： 

（一社）家の光協会 制作本部 制作・広告部（担当：梁瀬様・中川様） 

E メール：iyc2025@ienohikari.or.jp  電話：03-3266-9045   

 

（２）広報資材およびノベルティグッズの内容や活用等に関して： 

2025 国際協同組合年全国実行委員会事務局 

（一社）日本協同組合連携機構（JCA） IYC プロジェクトチーム 

E メール：iyc2025@japan.coop  電話：03-6280-7254     

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.japan.coop/wp/17357
mailto:iyc2025@ienohikari.or.jp
mailto:iyc2025@japan.coop
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参考資料 

（1） 広報資材・ノベルティグッズのラインナップ 

【A：広報資材】 

 

 

 

 

  ※タペストリー詳細：印刷部分の大きさは縦約 70 ㎝×横約 60 ㎝。10 枚セットで、各

協同組合について紹介するためにご活用ください。セットの内訳は以下の通りです。 

  ①協同組合とは（ICA 声明）、②SDGs、③農業協同組合、④漁業協同組合・森林組合、

⑤生活協同組合、⑥農協厚生事業・医療福祉生協、⑦労働者協同組合、⑧共済、⑨信

用金庫・信用組合・労働金庫、⑩事業協同組合・企業組合等 
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【B：ノベルティグッズ】 
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（2） 注文方法 
①2025年国際協同組合年（IYC2025）全国実行委員会ウェブサイトの以下のバナーか

ら注文をお願いします。https://www.japan.coop/wp/16893  

 

 

「家の光ネット（https://www.ienohikari.net/）」の案内からも同内容をご確認いただ

けます。 

 

 
 

 

②「購入申し込みフォーム」をクリックしてください。 

https://www.japan.coop/wp/16893
http://www.ienohikari.net/
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③フォームに必要事項を入力し、送信してください。（＊がついているものは必須入力

項目です） 

 

 

 

: 
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なお、この専用サイトからの注文に加え、同サイトに掲載する注文用紙を印書して

FAX・メール（データ添付）で注文することも可能です。 

 

また、一度の注文で納品先を複数設定することも可能としますが、この場合は納品

先ごとに梱包料および送料が必要となります。 
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（3） 第１次の受注状況 

① 概要 

57 の団体から 61,194 個の発注がありました。57 の団体のうち 20 は全国組織です。全国組

織からの発注には、自組織で使用するための発注の他に会員組織へのサンプル供給を目的に発

注したものもあります。 

 

② 業態別の受注状況 

 65％が生協グループからの発注です。その他の大部分は JCA からの発注です。 

 

 

③ 地域別の受注状況 

80％が全国組織から発注です。 

 

 

 

 

394837216
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④ アイテム別の受注状況 

（A）広報資材 

 

 

 

 

 

 

（B）ノベルティグッズ 
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ヒトコトデザイン株式会社 代表取締役 
1974年生まれ。企業の人材育成等に関わるコンサルティングを経て2014年
にヒトコトデザイン株式会社を設立。2017年に地域内外の人がつながり新し
いことが生まれる拠点として「チガラボ」を立ち上げた。参加する一人ひとりの
「TAKURAMI」から共感する人同士がつながり、事業やプロジェクトが動き出
している。「チガラボ」の場は2024年3月末をもって閉じ、ソーシャルプロジェ
クト「TAKURAMI」を実現するための「場」(不動産)ニーズを生み出す事業が
始動中。

ファシリテーター：清水 謙氏

2025年1月25日(土)

14:00～16:30
横浜市開港記念会館9号室
横浜市中区本町1丁目6番地
①ＪＲ京浜東北線・根岸線「関内駅」南口から徒歩10分（約700ｍ）
②市営地下鉄線「関内駅」1番出口から徒歩10分（約700ｍ）
③みなとみらい線「日本大通り駅」1番出口から徒歩1分（約50ｍ）

＜問合せ・参加申込み＞
NPO法人 全員参加による地域未来創造機構(略称：未来機構)事務局
〒222-0033横浜市港北区新横浜2-8-4 オルタナティブ生活館3F

Tel:045-534-7131 Fax:045-534-7151
e-mail : minnano@miraikikou.org

https://www.minnanomiraikikou.org

QRコードから
お申し込み
いただけます。

情報共有・相互交流を通してヒントを得る場として
交流会を2か月に1回開催！

市民活動団体が交流し、つながる

第3回アソシエーション交流会

7月末にメンバー交流サイト「みんなのみら

い」を立ち上げました。このメンバー交流サ

イト「みんなのみらい」で話題になったテー

マ及び参加された皆さんからの意見をもと

にテーマを設定し、情報共有・相互交流を

行います。

初めての方、他の団体の方と知り
合いたい、話してみたい方・・・ど
なたでもご参加ください。

日時

場所

i

j



メンバー交流サイト「みんなのみらい」
始まりました！

メンバー交流サイト「みんなのみらい」を立ち上げました。
地域で生じている様々な問題に対応して活動している市民活動団体（アソシエーシ

ョン）は、活動を進める中で見えてきた地域課題にどう対応していくか、人づくりや活
動費づくりなどをどうしていくか等、様々な課題を持っています。
多様な市民活動団体を行っている人どうしが交流し情報共有することで、それぞれ
の活動のヒントが得られたら、またゆるやかなつながりから地域での活動連携に活か
される基盤がつくれたら、そう考えて、７月末に立ち上げました。

メンバー交流サイト「みんなのみらい」の特徴
アソシエーション活動を担っている方は、仕事や活動で忙しく、団体同士で集まって
話し合う時間が取りにくい方が多いという声がありました。
そのような方にぜひ活用してもらいたいと交流サイトを立ち上げました。

〇登録したメンバーだけのサイトなので、共通の問題意識の中で、気兼ね
なくコミュニケーションできます。
〇内容は何でもOK。気軽にやり取りする中で活動へのヒントが得られたり
自分たちの活動の整理に活かせます。
〇サイトを通して様々な団体を運営している人と知り合い、つながること
ができます。

交流サイトでの情報交換
サイトでは、活動の中で課題になっていることの様々な書き込みがあります。この

書き込みもテーマとして取り上げながら、その他に集まったメンバーの関心事を集め
て話し合い、それをまたこのサイトに掲載しています。例えば「子ども食堂って、ゆるや
かな支援でいいのか、困っている人の相談～支援まで行うべきか」等、いろいろなこ
とが掲載されています。是非見て、活動の参考にされるとともにご意見をお寄せくだ
さい。

メンバー登録はこちらから
未来機構のHPのトップ画面の「交流サイト登録ページ」から登録を行ってください。

HPはこちらhttps://www.minnanomiraikikou.org/
①必要事項を記入し、「利用規約」を確認します。
②「利用規約」に同意して「送信する」をクリックします。
③事務局から交流サイト「みんなのみらい」のURLとID・パスワードが届きます。
④IDとパスワードでログインし、交流サイトにご参加ください。

HPはこちら

＜問合せ・参加申込み＞
NPO法人 全員参加による地域未来創造機構(略称：未来機構)事務局
〒222-0033横浜市港北区新横浜2-8-4 オルタナティブ生活館3F

Tel:045-534-7131 Fax:045-534-7151
e-mail : minnano@miraikikou.org

https://www.minnanomiraikikou.org

f

h



参加
無料

二次元
コード

2025地域未来フォーラム

市民活動が誰かの薬になる？！

「社会的処方」という実践

西  智弘さん　一般社団法人プラスケア代表理事・医師

●石川昭子さん

基調講演

参加のお申込はこちらから

「薬で人を健康にするのではなく、地域とのつながりを利
用して人を元気にする」仕組み「社会的処方」。川崎市の武
蔵小杉や元住吉を中心に「医療者と気軽につながれるカフ
ェ：暮らしの保健室」を運営。釣りや編み物のサークル、
花壇を整備するNPO法人、近所の人たちが集まる居酒
屋・・・そういった活動とつながっていくことを通じて、
人は元気を取り戻していきます。

訪問介護事業所と、だれでも来れる「ふれあい広場よつ
ば」を併設して運営。利用者の個別多様な人生に寄り添
いながら地域に開かれた「場」づくりを実践する。

事例報告・トークセッション

「あゆむ訪問看護チーム」が築66年の空き家を活用し、出産
前後の家族が過ごす産前産後ケア施設「あゆむ庵」を運営。
赤ちゃんから高齢者までが集う「まちの保健室」をめざす。

新横浜スペースオルタ(新横浜駅徒歩8分)

主催：ＮＰＯ法人全員参加による地域未来創造機構

2025年2025年22 1919 (水)(水)
14:00~16:30
月 日

●木村里美さん

「社会的処方」の実践
●西  智弘さん　

コーディネーター  

横浜市港北区新横浜2-8-4　※YouTubeライブ配信あり

NPO法人W.Coたすけあい戸塚

生活クラブ神奈川副理事長

訪問看護事業㈱こころ代表

※W.Co＝ワーカーズ・コレクティブの略称

佐野めぐみ



二次元
コード

 　地域のつながりの希薄化、社会的孤立、子どもの貧困、格差の拡大等々が私たちの身近な問題
として捉えられるようになったのはいつごろからでしょうか？10年以上前、『無縁社会』という
言葉が注目され、多くの人が「孤独・孤立」の問題がより一層深まってきたことを知るきっかけ
になったのかもしれません。そこに2020年から長引いたコロナ禍が追い打ちをかけたことで、
さらに孤独・孤立が「社会の問題」として捉えられるようになり、2024年4月には孤独・孤立対
策推進法が施行されました。
 　地域で支援を必要とするのは、介護が必要だったり、認知症のある人だけではありません。誰
もが様々な人、物、制度、機関などによる支援を必要としています。様々なサポートを上手に使
いこなすことで、人ははじめて「自立」できるともいえます。地域で生活していく上では、物、
制度、機関などではカバーしきれない部分があり、「人」との関わりが大きな要素を占めていま
す。
 　人とのつながり、社会とのつながりが少ない「孤立」の死亡リスクは、孤立していない人の約
1.9倍、喫煙や過度の飲酒、肥満を上回ることがわかっています。認知症・鬱病・運動不足による
各種疾患…。医療機関に持ち込まれる問題の2～3割は社会的な問題といわれています。近年深ま
る「社会的孤立」という、従来の医療の枠組みでは対処が難しい問題に対し、薬ではなく「地域
での人のつながり」を処方する「社会的処方」という取り組みが注目を集めています。
 　基調講演に、川崎市の武蔵小杉や元住吉を中心に「医療者と気軽につながれるカフェ：暮らし
の保健室」を運営し、2018年4月から、社会的処方を日本に広めるための「社会的処方研究所」
を立ち上げた西智弘氏、トークセッションには地域で「社会的処方」を実践するお二人を迎え、
「社会的孤立」の問題を考え、「アソシエーションが主役のまちづくり」へ向けて大ぜいの意志あ
る市民の参加をつくっていくためのフォーラムを開催します。

2025地域未来フォーラム

開催趣旨

参加のお申し込みはこちらから

横浜市港北区新横浜2-8-4　　　※YouTubeライブ配信あり
新横浜スペースオルタ(新横浜駅徒歩8分)

主催：ＮＰＯ法人全員参加による地域未来創造機構

2025年2025年 22 1919 (水)(水)
14:00~16:30
月 日

横浜市港北区新横浜2-8-4 オルタナティブ生活館3F
Tel:045-534-7131 Fax:045-534-7151
e-mail:minnano@miraikikou.org
https://www.minnanomiraikikou.org/
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